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この度、令和3年11月1日付をもちまして大
阪医科薬科大学医学部 内科学IV教室 専門教
授（リウマチ膠原病内科）を拝命いたしました。

私は1988年（昭和63年）に大阪医科大学を
卒業し、同年より母校の第一内科学教室に入局
後、当大学附属病院および松下記念病院で研修
し内科医としての基礎を積み上げることができ
ました。1989年より第一内科教授として大澤
仲昭先生が赴任され、サイトカインを始め分子生
物学的研究が盛んに行われ始めていました。
元々、免疫学に関心があったこともあり、大澤
教授・坂根貞樹先生にご指導いただきながら
G-CSFやTNF-αなどの研究に関わらせていた
だきました。槇野茂樹功労教授と間質性肺疾患
（ILD）の臨床・研究を始めていたころ、膠原病
に関心があった林（旧姓　佐々木）雅子先生が加
わり、ILDと膠原病を診るようになりました。非
常に多くの症例を経験するなかで中枢神経ルー
プス症例などの重症例があるにもかかわらず、
担当する専門診療科が当時の大学においてな
かったことから、当科を立ち上げるきっかけでし
た。リウマチ膠原病における病態の解明・最適
な管理・新たな治療法の開発を実現すること
が、我々の夢であり、信念であります。
膠原病は原因不明の全身性炎症性疾患で、自
己免疫が関与していると考えられています。近
年、免疫に関わるサイトカインやケモカイン、表
面抗原などを標的とする分子標的薬の開発によ
り膠原病の治療は急速に発展しています。関節
リウマチ（RA）治療のアンカードラッグであるメト
トレキサートは、私が第一内科に入局した1988
年に海外で、日本においては1998年に承認を
受けた抗リウマチ薬で、その後多くの分子標的

薬が開発されています。膠原病治療の発展とと
もに膠原病学を志す仲間が少しずつ臨床・研究
において成果が出てきました。中でも、生命予
後が非常に悪い皮膚筋炎に伴う急速進行性ILD
に対する免疫抑制剤併用による早期介入とシク
ロスポリン血中濃度モニタリングによる管理を提
案し（Kotani T, et al. J Rheumatol 2008）、
「膠原病に伴う間質性肺疾患の診断・治療指針
2020」にも採用されています。その後もILDを
中心に膠原病に関連する論文を多く発表し、診
療に役立つ研究を進めていきたいと思います。
膠原病の診療は、より高度化し専門医を有す

る大学病院や特定の基幹病院が中心に行われて
います。しかし、専門医や専門施設が不足して
おり、特定の病院に患者が集中し、患者および
医療スタッフの双方に負担が生じています。特
に、患者数の多いRAにおいては、他の医療機
関との連携での診療が不可欠になります。膠原
病の多くが慢性疾患であるため、原疾患、合併
症や併発症、治療と長期にわたり向き合うこと
になり身体的・精神的な負担が大きく全人的な
患者ケアができる専門医を育成してまいります。
また、内科・整形外科・皮膚科を中心とした近
隣の病院や診療所との連携を行ってきましたが、
これまで以上に病病・病診連携を強化し膠原病
診療のネットワークを構築することが重要である
と考えております。当医師会会員の先生方にお
かれましては、引き続きご支援・ご協力をお願
い申し上げます。

膠原病診療の発展の一方で、全身性強皮症な
どの有効な治療がない疾患やILD・肺高血圧症
などの難治性病態をもつ患者、高齢患者、妊娠
や出産を希望される患者においては治療ガイドラ
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インなども十分に整っておらず、これらの診断・
治療においても課題も残されています。臨床研
究においては、これまでの研究に加えてコホート
研究に参画し、臨床の現場に還元できる研究を
企画し継続しております。また、難治性病態克
服のために創薬に繋がる基礎的な研究を学内外
の施設と共同研究しております。現在、炎症性
疾患における動脈硬化促進機序の解明、マクロ
ファージを特異的に標的する新規治療開発、ヘ
パリン活性化脂肪幹細胞による新規治療開発の
3つのテーマを中心に研究を進めています。

これまでお世話になった多くの先生方、また
共にリウマチ膠原病の診療・研究をしてきた先
生方に紙面をお借りしまして感謝申し上げます。
最後に、浅学菲才ではございますが、リウマチ
膠原病学や大学の発展のために努めてまいりま
す。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。
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